
学位論文発表会

瀬戸内海中央部燧灘周辺における
タチウオの資源生態学的研究

タチウオは国内外において重要な水産資源となっていますが，近年ではその漁獲量は全国的に減少傾

向にあります。水産資源を持続的に利用するためには，まず対象種の生態について理解を深めることが

重要です。本種は“獰猛な魚食性魚”という印象を持たれがちですが，捕食する餌生物をはじめ，生息環

境によって少しずつ異なる生態を示すことなどが明らかになってきました。本発表では，瀬戸内海中央部

に生息するタチウオに着目して，摂餌および繁殖といった視点からその生態の特徴について紹介します。

※本発表会は生物圏科学研究科の共同セミナーとして扱われます

問合せ先：坂井 陽一 （内線7975） Email：sakai41@hiroshima-u.ac.jp

Ø 発表者： 新野洋平 （水圏資源生物学研究室）

Ø 日時 ： 2018年1月19日（金）13：00-14：00

Ø 場所 ： 生物生産学部C316講義室


